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I 調査の概要

町内には77箇所の遺跡が周知されている。このうち、本年度は4箇所で試掘調査、 2箇所で

立ち会い調査が実施された。その内訳は、公共事業開発に伴 う試掘調査が 1件、立ち会い調査が

2件、開発が予想される地域での確認試掘調査が 2件であつた。小規模開発に伴 うものが主体的

であったため、調査に日数を要 したものはなかった。

また、調査結果は聖原Ⅱ遺跡で奈良～平安時代の竪穴住居跡 6軒が確認された。また、小田井

城跡では、城の主郭部分の近くを調査したところ、数基の竪穴遺構の存在と大規模な土塁が検出

された痕跡が確認された。

このほかの遺跡では遺構・遺物が検出されないとい う状況で、本調査に至ったものは皆無であ

った。

本年度試掘調査した遺跡一覧は下の表、また、詳細は次章に記す。

第 1表 試掘実施遺跡一覧表

遺跡名 住 所 原 因 者 調査原因

小田井城跡 大字御代田字城の内 開発が予想される地域での

確認試掘調査

2 池 尻 大字御代田字池尻 御代田町 農道改良

3 聖原 Ⅱ 大割 卸代田字蟹沢原 開発が予想される地域での

確認試掘調査

4 大  沼 大字塩野字大沼 開発が予想される地域での

確認試掘調査
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I 試掘調査の結果

1 小田井城跡

(1)調  査 場 所 長野県北佐久郡御代田町大字御代田字城の内2874-1

(2) 調 査 時 期 平成 12年 2月 3日 ～ 4日

(3)調  査 原 因 開発が予想される地域の確認試掘調査

(4)調  査 担 当 小山岳夫

(5)調 査概要と結果
‐

現 状

町史跡小田井城跡の周辺は宅地化が進み開発が盛んに行われているため、当城跡内も近い将来

開発されることが予想される。城跡の重要性については、その規模の大きさや伝承等で周されて

いるが、平成 10年度まで発掘が行われていなかつたため、実態が不明確であった。

平成 10年度は図で示すように斜線部分の畑について重機を導入して試掘調査を行つたが、遺

構はほとんど存在 しないことが判明した。また、周辺の踏査、聞き取り調査により、土塁・空堀

でもつとも厳重に囲郭されている城跡北側の郭の備えがもつとも堅く、ここに城の主体があつた

らしいことが予測された。

平成 11年度の試掘調査

平成 11年度は、城跡北側の郭の周辺状況をさらに正確に把握するため、網点部分 (2874

-1番地の畑)にて試掘調査を行つた。

その結果、畑 (2874-1番 地)東側の南北を貫く堀に並行して、大規模な土塁が築かれ、

当時はかなり厳重に郭北側の守 りを固めていたことが明らかになつた (写真参照)。 また、トレン

チ 6～ 9にかけては堀に並行する遺構があることやこの地域の中世城郭に特有の竪穴遺構数基が

確認された。

全体的には小田井氏の主だつた屋敷が想定されるような大規模建物跡の存在は当調査地区では

検出されなかつた。

遺物も検出されなかつたため、当時はこの場所は、居住に用いられることが少ない状況であつ

たことが推定された。
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第 2図
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第 3図 小田井城跡 (2874-1番 地)試掘 トレンチ設定状況



城跡空中写真 (北側より)

写真 2 (南西側より



写真 3 Jヽ 田井城跡 (今回の調査地区)

写真 4 調査地区 トレンチ掘削状況



写真 5 Jヽ 田井城跡重機による トレンチ掘削状況
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写真 7 Jヽ 田井城跡土塁構築土堆積状況

小田井城跡調査スナップ



池尻遺跡

(1)調 査 場 所 長野県北佐久郡御代田町大字御代田字池尻

(2)調 査 時 期 平成 12年 3月 6日

(3)調 査 原因者 御代田町

(4)調 査 原 因 農道改良

(5)調 査 担 当 小山 岳夫

(6)調査概要と結果

過去の調査で、縄文遺構と人骨、また、最近の調査で平安の竪穴住居跡 1軒 (長野新幹線の調

査)が発掘されていたため、今回の試掘調査でもなんらかの遺構が確認されることが予想された。

しかし、 3箇所に トレンチを設定し、掘削を行つたが、A・ B・ C地点すべてにおいて遺構・

遺物ともに検出されなかった。最も遺構の存在が有力視された台地上にあたるA地点には、平安

時代・天仁元 (1108)年 の火砕流が70cmの 厚さで堆積していることが確認された。

B地点はすでに削平され、C地点は、砂層の堆積が厚く、低地であつたことが判明した。

第 4図 池尻遺跡調査地点 (● 印 1:10,000)
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第 5図 池尻遺跡調査地点 (斜アミエ事対象地 )



写真 9 池尻遺跡調査地点近景
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写真 ‖ 池尻遺跡 B地点

写真 12 池尻遺跡 C地点
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3 聖原Ⅱ遺跡

(1)調 査 場 所 長野県北佐久郡御代田町大字御代田字蟹沢原 1042-1番 地

(2)調 査 時 期 平成 11年 3月 6日 ～ 7日

(3)調 査 原因者 現段階では特定されず。

(4)調 査 原 因 開発が予想される地域の先行確認調査。

(5)調 査 担 当 小山岳夫

(6)調査概要と結果

経 緯

過去、近隣の佐久市では、流通団地造成事業を中心として、国道 141号線バイパスエ事など

の各種開発に伴う大規模な発掘調査が行われ、長土呂遺跡群と称される当地域からは律令期を中

心として計画的に営まれたと考えられる古墳時代後期～平安の竪穴住居跡・掘立柱建物跡ともに

1000軒 近くからなる巨大集落跡が発掘された。

目 的

本調査の目的は巨大な古代集落跡、長土呂遺跡群の北端部を試掘調査し、その北限を正確に把

握 して、将来予想される開発事業に適正かつ迅速に対応することにあつた。

調査結果

試掘 トレンチを 8本設定して掘削した結果、表土から約 50cmの 深さで遺構確認面に達する

ことが半J明 した。

また、図のように奈良～平安時代の竪穴住居跡 6軒の存在が確認された。これら遺構の覆土か

らは須恵器、土師器等の当時の生活用品も発見された。生活用品の形状、製作技法等の特徴から

確認された竪穴住居跡の年代が推定された。

課 題

今回の調査によつて、長土呂遺跡群の北端にあたる地域でもかなりの律令期を中心とする遺構

が、存在することが明らかになった。今後とも当遺跡群の分布範囲の把握に努めるとともに、適

正な遺跡保護に努めていかなければならない。

ヱ5
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写真 13 聖原 ‖遺跡近景

写真 14 聖原 ‖遺跡 トレンチ掘削状況
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写真 15 聖原 ‖遺跡近景

写真 16 聖原 ‖遺跡 トレンチ掘削状況
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大沼遺跡 ―真楽寺境内地区―

(1) 調査場所  長野県北佐久郡御代田町大字塩野 142 真楽寺境内

(2) 調査期間  平成 12年 3月 9日 010日

(3) 調査原因者 真楽寺

(4) 調査原因  建物工事

(5) 調査担当  堤  隆

(6) 調査概要と成果

真楽寺境内には大沼池が湧水をたたえており、一帯は大沼遺跡として総称される。和名抄には

佐久郡小沼郷という名称がみえるが、この地名は真楽寺境内の大沼池に由来する地名と考えられ

る。また、真楽寺の東に隣接する尾根には、重要文化財を出土した川原田遺跡がある。

今回、真楽寺二重塔 (写真 17)の解体工

事の計画があり、遺跡の一部が破壊される

可能性もあるため、二重塔の北側 (第 7図 )

および西側に トレンチを設定し、試掘調査

をおこなった。予想としては、現在の二重

塔を新築 (寛延 4年 1751年)する以前に

建築され、慶長 18(1613)年 に焼失した

とされる前二重塔の遺構の一部が残る可能

性も考えられた。

結果、前二重塔の建物配置等は確認でき

なかった。ただ、前塔の焼失した材とみら

れる炭化材 (写真 24026)や、性格不明の

ピット (Pl第 7図、写真 18)な どが検出

された。ピット内からは鉄釘が検出されて

いる。

前塔のプランが検出されなかったことは、

前塔が現在の塔とほぼ同じ位置に建ってい

た可能性も示唆するが、すでに前塔の版築

が失われてしまった場合、そうでない可能

性も残る。 しかし、焼失前に描かれた元禄

の絵図を見る限りにおいても大幅にその位

置が変更されたとは考えられない。

今後、二重塔修理前に、塔の北側および

南側について確認調査を実施し、遺構のあ

り方を慎重に検討する必要性がある。
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写真 17 真楽寺二重塔
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第 7図  二重塔周囲調査 トレンチ (1/200)と ビット (1/40)
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写真 18 ビット1
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写真 19 二重塔北側調査風景

写真 20 三重塔北側 トレンチ



写真 21 三重塔周囲調査風景
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写真 22 三重塔北側 トレンチ
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写真 23 三重塔北側 トレンチ

写真 24 炭化物 3
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写真 25

写真 26 炭化物 1
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第 8図 真楽寺元禄時代古絵図
この絵図は、元禄 ‖年 (1698)真楽寺において行なわれた二十五菩薩迎接会の念仏講の記録として
開版されたものである。当時の真楽寺の施設のあり方を知る資料として貴重である。ただ、この時
期二重塔は焼失後再建されておらず、矛盾点を生じている。推定で描かれたものなのだろうか。
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